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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月11日(2011.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明の情報処理装置は、ブラウザプログラムを備えた外部情報処理装置と、画
像形成装置と通信する情報処理装置であって、前記外部情報処理装置において前記画像形
成装置が選択された際に、前記外部情報処理装置で前記画像形成装置に関連付けてあらか
じめ保存されている前記画像形成装置に関する画面を提供するウェブサービスへアクセス
するための情報を用いた、前記ウェブサービスにアクセスに応じて、前記画像形成装置に
関する画面を前記ブラウザプログラムで表示するための構造化言語で記述された表示制御
データを前記外部情報処理装置に対して送信する送信手段を有し、前記ブラウザプログラ
ムで表示された画面を介して入力される印刷設定情報が、前記画像形成装置に対応する印
刷用のプログラムによって認識可能な形式で当該印刷用のプログラムへ入力された際に、
当該印刷用のプログラムにより生成された印刷データに基づく印刷動作が前記画像形成装
置で行われることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明の印刷制御方法は、ブラウザプログラムを備えた第１の情報処理装置と、
第２の情報処理装置と、画像形成装置とを含む通信システムにおける印刷制御方法であっ
て、前記第１の情報処理装置における、前記画像形成装置に関する画面を提供するウェブ
サービスへアクセスするための情報を、当該画像形成装置に関連付けて保存する保存ステ
ップと、前記第１の情報処理装置における、前記画像形成装置が選択された際に、前記保
存ステップで当該画像形成装置に関連付けて記憶された情報を用いて前記ウェブサービス
にアクセスし、前記画像形成装置に関する画面を、前記ブラウザプログラムを用いて表示
する表示ステップと、前記画像形成装置における、前記表示手段による前記ブラウザプロ
グラムを用いて表示した画面を介して入力される印刷設定情報が、前記画像形成装置に対
応する印刷用のプログラムによって認識可能な形式で当該印刷用のプログラムへ入力され
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た際に当該印刷用のプログラムにより生成された印刷データに基づき、印刷動作を制御す
る印刷制御ステップと、を有することを特徴とする。
　また、本発明の印刷制御方法は、ブラウザプログラムを備えた第１の情報処理装置と、
画像形成装置と通信する第２の情報処理装置における印刷制御方法であって、前記第１の
情報処理装置において前記画像形成装置が選択された際に、前記第１の情報処理装置で前
記画像形成装置に関連付けてあらかじめ保存されている前記画像形成装置に関する画面を
提供するウェブサービスへアクセスするための情報を用いた、前記ウェブサービスにアク
セスに応じて、前記画像形成装置に関する画面を前記ブラウザプログラムで表示するため
の構造化言語で記述された表示制御データを前記第１の情報処理装置に対して送信する送
信ステップを有し、前記ブラウザプログラムで表示された画面を介して入力される印刷設
定情報が、前記画像形成装置に対応する印刷用のプログラムによって認識可能な形式で当
該印刷用のプログラムへ入力された際に、当該印刷用のプログラムにより生成された印刷
データに基づく印刷動作が前記画像形成装置で行われることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　更に、本発明のプログラムは、ブラウザプログラムを備えた外部情報処理装置において
画像形成装置が選択された際に、前記外部情報処理装置で前記画像形成装置に関連付けて
あらかじめ保存されている前記画像形成装置に関する画面を提供するウェブサービスへア
クセスするための情報を用いた、前記ウェブサービスにアクセスに応じて、前記画像形成
装置に関する画面を前記ブラウザプログラムで表示するための構造化言語で記述された表
示制御データを前記外部情報処理装置に対して送信する送信手段としてコンピュータを機
能させることを特徴とするプログラムであって、前記ブラウザプログラムで表示された画
面を介して入力される印刷設定情報が、前記画像形成装置に対応する印刷用のプログラム
によって認識可能な形式で当該印刷用のプログラムへ入力された際に、当該印刷用のプロ
グラムにより生成された印刷データに基づく印刷動作が前記画像形成装置で行われること
を特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブラウザプログラムを備えた第１の情報処理装置と、第２の情報処理装置と、画像形成
装置とを含む通信システムにおいて、
　前記第１の情報処理装置における、前記画像形成装置に関する画面を提供するウェブサ
ービスへアクセスするための情報を、当該画像形成装置に関連付けて保存する保存手段と
、
　前記第１の情報処理装置における、前記画像形成装置が選択された際に、前記保存手段
により当該画像形成装置に関連付けて記憶された情報を用いて前記ウェブサービスにアク
セスし、前記画像形成装置に関する画面を、前記ブラウザプログラムを用いて表示する表
示手段と、
　前記画像形成装置における、前記表示手段による前記ブラウザプログラムを用いて表示
した画面を介して入力される印刷設定情報が、前記画像形成装置に対応する印刷用のプロ
グラムによって認識可能な形式で当該印刷用のプログラムへ入力された際に当該印刷用の
プログラムにより生成された印刷データに基づき、印刷動作を制御する印刷制御手段と、
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を有することを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記第２の情報処理装置から取得した構造化言語で記述された表示制
御データを用いて、前記画像形成装置に関する画面を表示することを特徴とする請求項１
に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記構造化言語は、ＸＭＬ（Extensible Markup Language）またはＨＴＭＬ（Hypertex
t Markup Language）であることを特徴とする請求項２に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記画像形成装置に関する画面として、前記画像形成装置が公開する
印刷設定用の画面を、前記ブラウザプログラムを用いて表示することを特徴とする請求項
１に記載の通信システム。
【請求項５】
　前記保存手段は、前記印刷用のプログラムのインストールに応じて取得される、前記ウ
ェブサービスへアクセスするための情報を保存することを特徴とする請求項１に記載の通
信システム。
【請求項６】
　ブラウザプログラムを備えた外部情報処理装置と、画像形成装置と通信する情報処理装
置であって、
　前記外部情報処理装置において前記画像形成装置が選択された際に、前記外部情報処理
装置で前記画像形成装置に関連付けてあらかじめ保存されている前記画像形成装置に関す
る画面を提供するウェブサービスへアクセスするための情報を用いた、前記ウェブサービ
スにアクセスに応じて、前記画像形成装置に関する画面を前記ブラウザプログラムで表示
するための構造化言語で記述された表示制御データを前記外部情報処理装置に対して送信
する送信手段を有し、
　前記ブラウザプログラムで表示された画面を介して入力される印刷設定情報が、前記画
像形成装置に対応する印刷用のプログラムによって認識可能な形式で当該印刷用のプログ
ラムへ入力された際に、当該印刷用のプログラムにより生成された印刷データに基づく印
刷動作が前記画像形成装置で行われることを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　ブラウザプログラムを備えた第１の情報処理装置と、第２の情報処理装置と、画像形成
装置とを含む通信システムにおける印刷制御方法であって、
　前記第１の情報処理装置における、前記画像形成装置に関する画面を提供するウェブサ
ービスへアクセスするための情報を、当該画像形成装置に関連付けて保存する保存ステッ
プと、
　前記第１の情報処理装置における、前記画像形成装置が選択された際に、前記保存ステ
ップで当該画像形成装置に関連付けて記憶された情報を用いて前記ウェブサービスにアク
セスし、前記画像形成装置に関する画面を、前記ブラウザプログラムを用いて表示する表
示ステップと、
　前記画像形成装置における、前記表示手段による前記ブラウザプログラムを用いて表示
した画面を介して入力される印刷設定情報が、前記画像形成装置に対応する印刷用のプロ
グラムによって認識可能な形式で当該印刷用のプログラムへ入力された際に当該印刷用の
プログラムにより生成された印刷データに基づき、印刷動作を制御する印刷制御ステップ
と、を有することを特徴とする印刷制御方法。
【請求項８】
　ブラウザプログラムを備えた第１の情報処理装置と、画像形成装置と通信する第２の情
報処理装置における印刷制御方法であって、
　前記第１の情報処理装置において前記画像形成装置が選択された際に、前記第１の情報
処理装置で前記画像形成装置に関連付けてあらかじめ保存されている前記画像形成装置に
関する画面を提供するウェブサービスへアクセスするための情報を用いた、前記ウェブサ
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ービスにアクセスに応じて、前記画像形成装置に関する画面を前記ブラウザプログラムで
表示するための構造化言語で記述された表示制御データを前記第１の情報処理装置に対し
て送信する送信ステップを有し、
　前記ブラウザプログラムで表示された画面を介して入力される印刷設定情報が、前記画
像形成装置に対応する印刷用のプログラムによって認識可能な形式で当該印刷用のプログ
ラムへ入力された際に、当該印刷用のプログラムにより生成された印刷データに基づく印
刷動作が前記画像形成装置で行われることを特徴とする印刷制御方法。
【請求項９】
　ブラウザプログラムを備えた外部情報処理装置において画像形成装置が選択された際に
、前記外部情報処理装置で前記画像形成装置に関連付けてあらかじめ保存されている前記
画像形成装置に関する画面を提供するウェブサービスへアクセスするための情報を用いた
、前記ウェブサービスにアクセスに応じて、前記画像形成装置に関する画面を前記ブラウ
ザプログラムで表示するための構造化言語で記述された表示制御データを前記外部情報処
理装置に対して送信する送信手段としてコンピュータを機能させることを特徴とするプロ
グラムであって、
　前記ブラウザプログラムで表示された画面を介して入力される印刷設定情報が、前記画
像形成装置に対応する印刷用のプログラムによって認識可能な形式で当該印刷用のプログ
ラムへ入力された際に、当該印刷用のプログラムにより生成された印刷データに基づく印
刷動作が前記画像形成装置で行われることを特徴とするプログラム。
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